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名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー（
本

社
・
大
阪
市
、
野
口
恭
広
社

長
）
と
、
三
菱
自
動
車
工
業

事
業
活
動
で
は
50
％
減
（
18

年
度
比
）
と
す
る
目
標
を
設

定
。
国
内
の
幹
線
輸
送
で
は

１
運
行
当
た
り
の
輸
送
量
の

拡
充
す
る
効
率
化
に
加
え
、

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
積
極
的

な
導
入
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
北
九
州
市
か
ら
三

菱
自
動
車
岡
崎
製
作
所
ま
で

の
幹
線
輸
送
で
、
名
門
大
洋

フ
ェ
リ
ー
の
新
門
司
港
（
北

九
州
市
）
―
大
阪
南
港
航
路

を
利
用
し
て
い
る
。
全
行
程

約
７
４
０
㌔
㍍
の
う
ち
、
約

７
割
に
当
た
る
約
４
６
０
㌔

㍍
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
フ
ェ
リ

ー
輸
送
に
全
て
転
換
し
た
。

　
輸
送
業
務
は
バ
ン
テ
ッ
ク

が
受
託
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
ま
れ
た
自
動
車
部
品

は
、
中
継
地
で
セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
ー
に
積
み
替
え
。
新
門
司

港
午
後
７
時
50
分
発
の
２
便

に
乗
船
し
、
無
人
航
走
で
大

阪
南
港
に
届
け
ら
れ
る
。
翌

午
前
８
時
半
に
着
岸
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

ー
を
受
け
取
っ
て
愛
知
県
ま

（
同
・
東
京
、
加
藤
隆
雄
社

長
）、
バ
ン
テ
ッ
ク
（
同
・

横
浜
市
、
久
松
太
久
司
社
長
）

で
約
２
０
０
㌔
㍍
走
行
す

る
。

所
要
時
間
、集
荷

ほ
ぼ
従
来
通
り

　
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
こ
れ
ま

で
の
陸
送
と
比
べ
て
大
き
な

変
化
は
な
く
、「
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
の
障
壁
に
は
な
ら
な
か

っ
た
」（
三
菱
自
動
車
、
バ
ン

テ
ッ
ク
）。
出
荷
元
の
部
品

工
場
は
新
門
司
港
に
近
い
立

地
で
、
集
荷
時
間
の
前
倒
し

と
い
っ
た
大
掛
か
り
な
対
応

が
避
け
ら
れ
た
点
も
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
に
つ
な
が
っ
た
。

　
一
方
、
名
門
大
洋
フ
ェ
リ

ー
は
月
～
土
曜
日
に
新
た
な

輸
送
枠
を
確
保
す
る
必
要
性

に
迫
ら
れ
た
。
重
量
物
の
自

動
車
部
品
は
、
一
度
に
大
量

輸
送
が
可
能
な
海
上
輸
送
の

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
。
だ
が
、
週
央
（
火
～

木
曜
日
）
は
既
に
満
船
に
近

い
状
態
が
続
い
て
い
る
た

め
、「
調
整
に
時
間
を
要
し

た
」（
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
貨

を
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
全
行

程
を
陸
送
し
て
い
た
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
規
制
強
化

に
伴
う
24
年
問
題
の
対
応

や
、
環
境
負
荷
軽
減
を
目
指

し
、
先
手
を
打
っ
た
。

炭
素
中
立
、
24

年
問
題
背
景
に

　
三
菱
自
動
車
は
50
年
ま
で

に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
炭
素
中
立
）
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
う
ち
30
年
度
ま

で
に
電
動
車
の
販
売
を
全
体

の
50
％
に
引
き
上
げ
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
新
車
で
は
１
台
当
た
り
平

均
40
％
減
（
10
年
度
比
）、

物
営
業
部
）
と
す
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
九
州
、
関

西
側
の
拠
点
で
そ
れ
ぞ
れ
日

帰
り
運
行
と
な
っ
た
た
め
、

拘
束
時
間
の
大
幅
な
短
縮
を

実
現
。
ま
た
、
年
間
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
全
行
程
を

ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
て
い
た

時
は
４
３
７
㌧
だ
っ
た
の
に

対
し
、
フ
ェ
リ
ー
の
活
用
で

１
８
５
㌧
に
抑
え
た
。
削
減

量
は
２
５
２
㌧
。
57
・
７
％

減
ら
す
効
果
が
あ
っ
た
。

　
３
社
の
タ
ッ
グ
は
１
年
を

超
え
、「
特
段
、
大
き
な
課
題

は
な
い
」（
同
）
と
順
調
な
航

海
が
続
く
。
強
い
て
挙
げ
る

と
し
た
ら
、
船
舶
の
定
期
的

な
ド
ッ
ク
入
り
で
運
航
で
き

な
い
時
が
課
題
。
部
品
の
供

給
が
止
め
ら
れ
な
い
た
め
陸

送
で
補
完
す
る
が
、
事
前
に

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
判
明

し
て
い
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と

で
安
定
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
る
。
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遠
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仁
志
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目指せ！目指せ！ 全 ト 協 ・ 事 業 者 大 会 特 集

供
給
網
安
定
で
転
換
決
断

�

全
体
７
割
船
に
、Ｃ
Ｏ
２
57
％
減

名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
×
三
菱
自
動
車
×
バ
ン
テ
ッ
ク

2024年問題を背景に、関
西―九州間でも海上輸送へ
の期待は高まっている（写
真は名門大洋フェリー「フ
ェリーきょうと」）

は
２
０
２
３
年

６
月
か
ら
、
北

九
州
市
か
ら
愛

知
県
豊
田
市
ま

で
の
自
動
車
部

品
輸
送
で
、
海

上
輸
送
の
活
用

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
事
例

輸
送

鉄
道
・
海
上

鉄
道
・
海
上

　
東
洋
メ
ビ
ウ
ス
（
本
社
・

東
京
、
篠
山
健
司
社
長
）
は

海
上
輸
送
を
推
進
中
だ
。
い

ち
早
く
北
海
道
航
路
の
活
用

を
始
め
、
そ
の
後
、
西
日
本

航
路
を
含
め
全
国
に
拡
大
。

環
境
負
荷
低
減
の
対
策
に
い

ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
一
方
、
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
を
機
に
、
同
社

は
海
上
輸
送
を
大
き
く
見
直

し
た
。
従
来
は
北
海
道
発
着

貨
物
を
常
陸
那
珂
（
茨
城
県
）

―
苫
小
牧
（
北
海
道
）
航
路

な
ど
を
利
用
し
輸
送
し
て
い

た
が
、
港
湾
の
被
災
で
、
太

平
洋
側
航
路
が
一
時
使
用
不

災
害
が
相
次
ぐ
中
、
近
年
は

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
強
化
す
る
た

め
、
航
路
の
選
択
肢
も
増
や

し
て
き
た
。
今
後
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
同
業
他

社
や
異
業
種
と
の
共
同
輸
送

な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　
同
社
が
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
40
年

以
上
前
に
北
海
道
向
け
製
品

で
、
海
上
輸
送
を
活
用
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。
ト
ン
ネ

ル
の
高
さ
制
限
で
鉄
道
輸
送

が
難
し
い
中
、
着
実
に
利
用

を
増
や
し
、
現
在
は
北
海
道

発
着
貨
物
の
輸
送
を
全
て
海

上
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災

を
機
に
見
直
し

　
北
海
道
以
外
も
、
内
航
各

社
や
船
舶
を
手
配
す
る
協
力

会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
海

上
輸
送
を
拡
大
し
て
お
り
、

道
）・
苫
小
牧
の
日
本
海
側

航
路
を
活
用
。
そ
の
後
も
利

用
を
継
続
し
て
お
り
、
横
沢

孝
二
取
締
役
事
業
本
部
長
は

「
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
強
化
し
た
。

利
用
割
合
も
定
め
て
お
ら

ず
、
需
要
に
合
わ
せ
て
柔
軟

な
対
応
が
で
き
て
い
る
」
と

話
す
。

　
ま
た
西
日
本
で
も
、
利
用

航
路
の
拡
充
を
通
じ
た
Ｂ
Ｃ

Ｐ
強
化
を
進
め
て
い
る
。
長

年
、
九
州
向
け
は
東
京
―
苅

田
（
福
岡
県
）
航
路
を
使
っ

て
き
た
が
、
近
年
は
18
年
の

西
日
本
豪
雨
の
経
験
を
踏
ま

え
、
泉
大
津
（
大
阪
府
）
―

新
門
司
（
北
九
州
市
）
の
瀬

戸
内
航
路
も
利
用
。
21
年
以

降
は
東
京
―
大
阪
航
路
の
活

用
も
始
め
、
太
平
洋
側
の
選

択
肢
を
増
や
し
て
い
る
。

　「
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
対
応
す
る
に
は
安
定
し

た
輸
送
手
段
が
不
可
欠
。
大

量
の
貨
物
を
長
距
離
輸
送
で

親
会
社
の
東
洋
製
缶
の
６
０

０
㌔
㍍
以
上
の
長
距
離
輸
送

で
は
全
体
の
24
％
で
船
舶
を

利
用
。
品
質
確
保
の
た
め
、

エ
ア
ー
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や

緩
衝
材
を
導
入
し
て
乗
船
中

の
振
動
を
抑
え
た
り
、
コ
ン

テ
ナ
床
面
に
効
率
的
に
パ
レ

ッ
ト
を
搬
出
入
で
き
る
ジ
ョ

ル
ダ
ー
レ
ー
ル
を
設
け
る
な

ど
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と

き
れ
ば
、
１
次
集
積
拠
点
の

コ
ス
ト
負
担
な
ど
も
軽
減
で

き
る
」（
横
沢
取
締
役
）。

他
社
と
の
共
同

輸
送
を
実
現
へ

　
今
後
も
、
同
社
は
海
上
輸

送
の
利
用
を
拡
大
さ
せ
る
方

針
で
、
将
来
的
に
は
全
国
の

港
を
結
ぶ
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
目
指
す
考
え
。

港
に
到
着
後
、
シ
ャ
ー
シ
を

そ
の
ま
ま
別
の
航
路
で
使
用

す
る
こ
と
で
、
常
に
貨
物
を

積
載
し
た
状
態
を
維
持
す
る

仕
組
み
を
整
備
す
る
。

　
加
え
て
、
同
業
他
社
や
異

業
種
と
の
共
同
輸
送
も
推
進

し
、
さ
ら
な
る
海
上
輸
送
比

率
の
向
上
を
図
る
。
横
沢
取

締
役
は
「
東
洋
製
缶
グ
ル
ー

プ
の
他
の
企
業
と
も
協
力
で

き
る
こ
と
は
多
く
あ
る
。
飲

料
メ
ー
カ
ー
な
ど
他
業
種
と

も
、
海
上
輸
送
を
拡
大
さ
せ

た
い
」
と
し
て
い
る
。

�

（
小
林
　
孝
博
）

海上輸送に当たっては、
ジョルダーレールを使っ
て効率的な搬出入を行う
などの工夫も凝らす

航路拡大しBCP強化
太平洋・日本海に利用広げ

東
洋
メ
ビ
ウ
ス

能
に
な
っ

た
。

　
そ
こ
で
パ

ー
ト
ナ
ー
会

社
な
ど
の
協

力
を
得
な
が

ら
、
新
潟
―

小
樽
（
北
海

mebius
四角形



